
AIで「考える学び」から「伝える学び」へ
高校教育における、AIエージェント「スマートアバター®」利活用のご提案

1．先生の「伝える負担」を減らし

  生徒の「伝える力」を育てる

2．想定される利活用

よろしければ、デモ兼ねた意見交換を通じて、

教育方針に即した活用方法を

先生方とともに検討させていただけますと幸いです。

開発元：有限会社BOND 福岡県北九州市小倉北区西港町122－10 電話：093－561－5521 http://f-bond.co.jp

貴校が進める、AIを活用した主体的・探究的な学びに、AI

エージェント「スマートアバター®」による新たな表現・発

信の仕組みをご提案いたします。

先生方が繰り返し行う説明や教材づくりの負担を軽減する

とともに、生徒自身が探究の成果を、キャラクターの表情や

仕草、音声・字幕・図・画像などを組み合わせて、誰にでも

分かりやすく伝える力を育成します。

さらに、多言語による発信にも活用することで、地域の歴

史・文化・世界遺産、地域課題、学校での学びを、校内にと

どめることなく地域や世界へ届けることができます。

AIを「考えるための文房具」から、「人に伝え、社会とつ

ながるための力」へ。

高校教育における、次世代の学びと情報発信に貢献したい

と願っております。

①探究学習・課題研究の成果発表

②地域の歴史・文化・世界遺産・課題の発信

③英語・多言語によるプレゼンテーション

④生徒会活動・学校行事・進路学習の案内

⑤AIを活用した「伝わる表現」の学習

⑥学校説明会・中学生向け学校紹介

⑦対話型による、お問合せ・説明などの負荷低減

3．福岡県内の教育実績

福岡県教育センターでの採用

筑前高校における生徒制作

福岡県立小倉商業高校での公開授業

教育委員会、学校関係者、大学教員、

報道関係者等による参観・評価

福岡県立小倉商業高校
公開授業取材
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